
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

(資料)経済産業省「鉱工業生産活動」より作成。 

日本経済の生産活動は、2021 年後半に減速する傾向を強めたものの、10 月以降、急速に

回復する動向となっている。その背景には、半導体不足が徐々に緩和され、対米への自動

車輸出等が増加してきたことなどが挙げられる。米国経済は依然として強い動向を続けて

おり外需面では堅調に推移する可能性があるものの、内需はオミクロン株の年明け以降の

感染拡大、インフレ圧力の消費面への影響等マイナス要素が再び懸念される。 

 

日本経済:生産活動 

2022/01/11 第 786号 
 

朝日田コーポレーション 

●メールアドレス： info@sapporo-php.co.jp 

●ホーム ページ：http://www.sapporo-php.co.jp: 

 

 

 


